
 1 

 
 

１．はじめに 
佐久市が中心となり、将来に向けた安全安定、安心なごみ処

理体制を維持していくため、平成 29 年度を目途に、既存のク

リーンセンターである「佐久クリーンセンター」並びに「川西

清掃センター」の両施設を統合した、新たなクリーンセンター

の整備計画を進めています。 

新クリーンセンターは、施設規模 110t／日を想定していま

すが、この規模は、長野県環境影響評価条例の対象事業（ごみ

焼却施設：施設規模 96t／日以上）となるため、同条例に基

づく環境影響評価（環境アセスメント）に着手いたしました。 

現在、市では、環境影響評価の第一段階である環境影響評価

方法書の手続きを開始しました。方法書とは、建設工事や施設の稼働に伴う環境影響について、

どのような項目を、どのような方法で調査・予測・評価するかを記載する図書で、環境影響評価

の全体計画をお示しするものです。 

このあらましは、新クリーンセンターの建設を進めるにあたり、「長野県環境影響評価条例」に

基づいて作成した「環境影響評価方法書」の概要をとりまとめたものです。 

 

２．新クリーンセンターの計画概要 
新クリーンセンターの計画概要は、以下のとおり想定しています。 

 

区 分 概  要 

計画処理区域 
佐久市、軽井沢町、立科町、御代田町、小海町、佐久穂町、川上

村、单牧村、单相木村、北相木村 

計 

画 

概 

要 

計画目標年度 平成 29 年度 

計画収集人口 170,411 人 

敷地面積 約 1.7ha 

建築物の想定寸法 幅約 70m×奥行約 40m×高さ約 30m（煙突高さ 59m 以下） 

処理方式 ストーカ式焼却炉 

運転方式 24 時間連続運転 

施設規模 110t/日（55t／日×2 炉） 

稼動開始年度 平成 29 年度 
 

対象事業実施区域（建設候補地）は、公募により応募申請をいただいた 3 地区の中から佐久市

新ごみ焼却施設建設候補地選定委員会における調査検討の結果、総合的な適性評価で第１順位と

なった「平根地区（上舟ヶ沢、棚畑地籍）」といたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新新ククリリーーンンセセンンタターー建建設設にに係係るる  

環環境境影影響響評評価価方方法法書書ののああららまましし  
  

平平成成 2244 年年 77 月月  

佐佐    久久    市市  

▲ 新クリーンセンター建設候補地 

▲ 対象事業実施区域（建設候補地） 
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３．環境影響評価項目 
環境影響評価は、長野県環境影響評価技術

指針（以下、「技術指針」といいます。）に基

づき、大気質、騒音、振動、悪臭、水質など、

計 17 項目について実施する予定です。 

             影響要因 

 

 

 

 

 

  環境要素 

工事による影響 存在・供用による影響 

運
搬
（
機
材
・
資
材
・
廃
材
等
） 

土
地
造
成
（
切
土
・
盛
土
） 

樹
木
の
伐
採 

掘
削 

舗
装
工
事
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事 

建
築
物
の
工
事 

廃
材
・
残
土
等
の
発
生
・
処
理 

地
形
改
変 

建
築
物
・
工
作
物
等
の
存
在 

自
動
車
交
通
の
発
生 

焼
却
施
設
の
稼
働 

廃
棄
物
の
排
出
・
処
理 

夜
間
照
明
等 

大気質 

環境基準が設定されている物質 ○ ○  ○ ○ ○    ○ ◎   

粉じん △ △  △ △ △        

その他必要な項目           ◎   

騒音 ○ ○  ○ ○ ○    ○ ○   

振動 ○ ○  ○ ○ ○    ○ ○   

低周波音           △   

悪臭           ◎   

水質 

環境基準が設定されている項目 

及び物質 
 ○  △ △      ○   

その他必要な項目              

水生生物              

底質              

地下水質           ○   

水象 

河川及び湖沼等              

地下水    △     △     

利水及び水面利用等              

土壌汚染 

環境基準が設定されている項目 

及び物質 
          ○   

その他必要な項目              

地盤沈下         △     

地形・ 

地質 

地形              

地質              

土地の安定性  △  △    △ △     

注目すべき地形・地質              

植物 

植物相  ○ ○      ○    ○ 

植生  ○ ○      ○    ○ 

土壌              

注目すべき個体、集団、種及び 

群落 
 ○ ○      ○    ○ 

保全機能等              

動物 
動物相  ○ ○ ○ ○ ○     ○  ○ 

注目すべき種及び個体群  ○ ○ ○ ○ ○     ○  ○ 

生態系  ○ ○ ○ ○ ○   ○  ○  ○ 

景観 
景観資源及び構成要素         ○     

主要な景観         ○     

触れ合い活動の場 ○ ○  ○ ○ ○   ○ ○    

文化財              

廃棄物等 
廃棄物           ○ ○  

残土等の副産物  ○ ○ ○ ○ ○ ○       

温室効果ガス等           ○   

注）◎：重点化項目（調査、予測及び評価を詳細に行う項目）   ○：標準項目（調査、予測及び評価を標準的に行う項目） 

  △：簡略化項目（調査、予測及び評価を簡略化して行う項目） 無記入：非選定項目（調査、予測及び評価を行わない項目） 

４．調査項目及び調査地点 
環境影響評価において現地調査を行う項目、調査地点等は、対象事業実施区域周辺における気

象条件、保全対象となる住居等の立地状況を踏まえて、次のとおり検討しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※この地図は、国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図を使用したものである。    

 

長野県環境影響評価技術指針とは 

 長野県環境影響評価条例の規定により、既存の科学的

知見に基づき、対象事業に係る環境影響評価が適切に行

われるために必要な技術的な事項を定めたものです。 

：対象事業実施区域 

：予備調査の範囲（対象事業実施区域から半径約 4km の範囲） 

※その他の記号については、次ページの表をご覧ください。 

④④  ⑤⑤  
⑬⑬  

⑰⑰  
AA  

BB  

⑪⑪  
⑨⑨  

⑦⑦  
③③  

⑤⑤    

①①  

⑥⑥  

⑦⑦  

③③  

②②  

③③  

⑮⑮  

⑱⑱  

①①  

②②  

CC  

④④  
④④  

⑭⑭  

⑯⑯  

③③    

②②  
⑥⑥  

⑧⑧  

⑩⑩  

④④  

⑫⑫  

②②  

⑤⑤  
⑤⑤  

①①  
①①  

▲ 調査地点位置図 
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環境影響評価項目 図中 

記号 
調査地点、調査範囲 

 大気質 気象 

大気質 

一般環境大気質＊1 

地上気象・通年 

（風向、風速、気温・湿度、

日射量、放射収支量） 

① 対象事業実施区域 

－ 
地上気象・4 季 

（風向、風速、気温・湿度） 
② 面替地区（上尾崎付近） 

一般環境大気質＊1 上層気象（２季） ③ 面替地区（農地） 

一般環境大気質＊1 
地上気象・通年 

（風向、風速、気温・湿度） 
④ 面替地区（大星神社境内広場） 

一般環境大気質＊1 
地上気象・4 季 

（風向、風速、気温・湿度） 
⑤ 豊昇地区（梨沢公園） 

－ 
地上気象・4 季 

（風向、風速、気温・湿度） 
⑥ 豊昇地区（成穏寺付近） 

一般環境大気質＊1 
地上気象・4 季 

（風向、風速、気温・湿度） 
⑦ 豊昇地区（豊昇園付近） 

－ 
地上気象・4 季 

（風向、風速、気温・湿度） 
⑧ 広戸地区（草越広戸農業集落排水処理場） 

一般環境大気質＊1 
地上気象・4 季 

（風向、風速、気温・湿度） 
⑨ 草越地区（草越ゲートボール場） 

－ 
地上気象・4 季 

（風向、風速、気温・湿度） 
⑩ 向原地区（向原公民館付近） 

一般環境大気質＊1 
地上気象・4 季 

（風向、風速、気温・湿度） 
⑪ 大林地区（御代田单小学校付近） 

－ 
地上気象・4 季 

（風向、風速、気温・湿度） 
⑫ 児玉地区（農地） 

一般環境大気質＊1 
地上気象・4 季 

（風向、風速、気温・湿度） 
⑬ 小田井地区（荒田集会所） 

－ 
地上気象・4 季 

（風向、風速、気温・湿度） 
⑭ 横根地区（長坂付近） 

一般環境大気質＊1 
地上気象・4 季 

（風向、風速、気温・湿度） 
⑮ 横根地区（島原集会場） 

一般環境大気質＊1 
地上気象・4 季 

（風向、風速、気温・湿度） 
⑯ 横根地区（横根公会場） 

一般環境大気質＊1 
地上気象・4 季 

（風向、風速、気温・湿度） 
⑰ 上平尾地区（平根小学校） 

一般環境大気質＊1 
地上気象・4 季 

（風向、風速、気温・湿度） 
⑱ 上平尾地区（平尾山公園） 

沿道環境大気質＊2 

A 
市道 S6-74 号線（通称：市道单北線） 

※上平尾地区（守芳院東側付近） 

B 
町道東林 2 号線（通称：ふるさと農道） 

※児玉地区（交差点单側付近） 

C 
市道Ｓ7-103 号線 

※上平尾地区（一本松付近） 

騒音、振動、 

低周波音 

一般環境騒音・振動 
① 対象事業実施区域（敷地境界 2 地点） 

② 面替地区（大星神社境内広場） 

低周波音 

① 対象事業実施区域（敷地境界 2 地点） 

② 面替地区（大星神社境内広場） 

－ 佐久クリーンセンター 

道路交通騒音・振動、交通量、 

地盤卓越振動数 
A～C 沿道環境大気質と同様の地点 

＊１ 一般環境大気質の調査項目は、降下ばいじん、二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質、ダイオキシン類、塩化水素を計画

しています。 

＊２ 沿道環境大気質の調査項目は、降下ばいじん、二酸化窒素、浮遊粒子状物質、ベンゼンを計画しています。 

環境影響評価項目 
図中 

記号 
調査地点、調査範囲 

悪臭 臭気指数、特定悪臭物質濃度 

① 対象事業実施区域 

③ 面替地区（農地） 

④ 面替地区（大星神社境内広場） 

⑤ 豊昇地区（梨沢公園） 

⑦ 豊昇地区（豊昇園付近） 

⑨ 草越地区（草越ゲートボール場） 

⑪ 大林地区（御代田单小学校付近） 

⑬ 小田井地区（荒田集会所） 

⑭ 横根地区（長坂付近） 

⑮ 横根地区（島原集会場） 

⑯ 横根地区（横根公会場） 

⑰ 上平尾地区（平根小学校） 

⑱ 上平尾地区（平尾山公園） 

－ 佐久クリーンセンター 

水 

 

質 

河川水 

浮遊物質量（SS）、河川流量、 

土質の状況（対象事業実施区域内の土

壌を対象）、生活環境項目、健康項目、

ダイオキシン類 

① 調整池付近 

浮遊物質量（SS）、河川流量、生活

環境項目、健康項目、ダイオキシン類 
② 湯川合流点 

生活環境項目、健康項目、ダイオキシ

ン類 

③ 面替地区大星付近 

④ 久能沢下流部 

⑤ 久能水源付近 

地下水 
環境基準項目、ダイオキシン類、 

地下水位 
－ 対象事業実施区域周辺の既存井戸 

水象 

地盤沈下 

地形・地質の状況 ① 対象事業実施区域 

地下水位 
① 対象事業実施区域内の観測井戸（ボーリング孔） 

－ 対象事業実施区域周辺の既存井戸 

地下水の利用状況 
 対象事業実施区域から 200m 程度の範囲内及び対象事

業実施区域の両側の谷部を含む小流域を中心とした範囲 

土壌汚染 環境基準項目、ダイオキシン類 

① 対象事業実施区域 

③ 面替地区（農地） 

④ 面替地区（大星神社境内広場） 

⑤ 豊昇地区（梨沢公園） 

⑦ 豊昇地区（豊昇園付近） 

⑧ 広戸地区（草越広戸農業集落排水処理場） 

⑨ 草越地区（草越ゲートボール場） 

⑩ 向原地区（向原公民館付近） 

⑪ 大林地区（御代田单小学校付近） 

⑫ 児玉地区（農地） 

⑬ 小田井地区（荒田集会所） 

⑭ 横根地区（長坂付近） 

⑮ 横根地区（島原集会場） 

⑯ 横根地区（横根公会場） 

⑰ 上平尾地区（平根小学校） 

⑱ 上平尾地区（平尾山公園） 
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環境影響評価項目 
図中 

記号 
調査地点、調査範囲 

地形・地質 

 対象事業実施区域から 200m 程度の範囲内及び対象

事業実施区域の両側の谷部を含む小流域を中心とし

た範囲 

植物 植物相、植生 

 対象事業実施区域から 200m 程度の範囲内、対象事

業実施区域の両側の谷部を含む小流域及び生活排水

処理水・雨水排水の放流先である湯川を中心とした範

囲 

希少猛禽類の定点観察については、対象事業実施区域

を見渡せる地点を 4 点配置する。 

動物 
哺乳類、鳥類、は虫類・両生類、 

昆虫類、魚類・底生動物等 

生態系 － － 

景観 

① 
佐久スキーガーデンパラダ 
（北パラダ・センターハウス） 

② 中山道小田井宿跡 

③ 飯綱タウン 

④ 雪窓公園 

⑤ 龍神の杜公園 

⑥ 御代田町役場 

⑦ 越生学園グランド付近 

触れ合い活動の場 

① 佐久スキーガーデンパラダ（北パラダ） 

② 平尾山公園、佐久スキーガーデンパラダ（单パラダ） 

③ 王城公園 

④ 雪窓公園 

⑤ 龍神の杜公園 

廃棄物等、温室効果ガス等 － － 

＊3 「生態系」は、現地調査は想定せず、植物、動物その他項目の調査結果を用い、これらを解析する方法とします。 

＊4 「廃棄物等」及び「温室効果ガス等」は、事業計画を基に予測評価のみ実施します。 
 

５．予測の概要 
環境項目ごとの予測は、下記のとおり行う予定です。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．評価の概要 
技術指針に基づき、環境項目ごとに評価を行います。 
・ 規制基準等が設定されている項目は、それとの整合性を評価します。 

・ 設定されていない項目は、実行可能な範囲内で出来る限り回避又は低減されていること、及び必要に応

じてその他の方法により環境保全についての配慮が適正になされていることについて評価します。 
 
７．環境影響評価の手続き 

環境影響評価の手続きは、下記の流れで実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．方法書の公告縦覧及び方法書についての意見書の提出 
方法書の公告縦覧は、平成 24 年７月２３日（月）～８月２２日（水）の１ヶ月間です。 
方法書について環境の保全の見地からご意見がある場合は、住所・氏名を記載のうえ、文書（FAX、

メール可）にて提出してください。 
●意見期間：平成 24 年７月２３日（月）～９月５日（水） 
●意見書提出先：佐久市 環境整備推進局 新クリーンセンター整備推進室 建設係 

（詳しくは、下記のお問い合わせ先・意見書提出先をご覧ください。） 

 

９．おわりに 
佐久市が中心となり、将来に向けた安全安定、安心なごみ処理体制を維持していくため、周辺環

境との調和に十分配慮し、新クリーンセンターの整備を進めてまいります。皆様のご理解とご協力
をよろしくお願いいたします。 

 

お問い合わせ先・意見書提出先 

佐久市 環境整備推進局 新クリーンセンター整備推進室 建設係 

〒385-8501 長野県佐久市中込 3056 番地 佐久市役所 4 階 

TEL：0267-62-2916（直通）  FAX：0267-62-2289 

E メールアドレス：newclean@city.saku.nagano.jp 
 

平成 26 年度予定 平成 25 年度予定 平成 24 年度 

 

■■  景景観観  

・建築物・工作物等の「存在・供用による影響」を技

術指針に基づき事業計画との重ね合わせ、フォト・

モンタージュの作成等により予測します。 

■■  触触れれ合合いい活活動動のの場場  

・車両の走行や建設作業等の「工事による影響」、焼却

施設の稼働等の「存在・供用による影響」を技術指

針に基づき渋滞予測結果や騒音・振動の予測結果等

を参考に予測します。 

■■  廃廃棄棄物物等等  

・残土等の副産物「工事による影響」、焼却施設の稼働等の

「存在・供用による影響」を技術指針に基づき工事の施工

計画、環境保全対策及び類似事例を参考に予測します。 

■■  温温室室効効果果ガガスス等等  

・焼却施設稼働時の温室効果ガス等の排出の「存在・供用に

よる影響」を技術指針に基づき事業計画、環境保全対策及

び環境省の温室効果ガス排出量算定マニュアル等により

予測します。 

■■  大大気気汚汚染染  

・資材運搬車両の走行や建設作業等の「工事による影響」、

煙突排ガスや廃棄物運搬車両の走行等の「存在・供用によ

る影響」を技術指針に示された予測式（大気拡散式等）を

用いて予測します。 

■■  騒騒音音、、振振動動、、低低周周波波音音  

・騒音、振動は、資材運搬車両の走行や建設作業等の「工事

による影響」、施設の稼働音や廃棄物運搬車両の走行等の

「存在・供用による影響」を技術指針に示された予測式（日

本音響学会提案式等）を用いて予測します。 

・低周波音は、焼却施設の稼働に伴う「存在・供用による影

響」を類似施設における測定結果をもとに予測します。 

■■  悪悪臭臭  

・焼却施設の稼働に伴う「存在・供用による影響」を技術指

針に示された予測式（大気拡散式）や類似事例の引用等に

よって予測します。 

■■  水水質質（（河河川川水水、、地地下下水水））  

・土地造成等の「工事による影響」、焼却施設の稼働に伴う

「存在・供用による影響」を技術指針に基づき類似事例の

引用等によって予測します。 

 

 

■■  水水象象、、地地盤盤沈沈下下  

・掘削等の「工事による影響」、建築物・工作物等の「存

在・供用による影響」を技術指針に基づき施工計画や

地下水位の測定結果等から定性的に予測します。 

■■  土土壌壌汚汚染染  

・焼却施設の稼動に伴う「存在・供用による影響」を技

術指針に基づき大気質におけるダイオキシン類の予測

結果及び土壌への沈着割合等を基に推計します。 

■■  地地形形・・地地質質  

・造成等の「工事による影響」、建築物・工作物等の「存

在・供用による影響」を技術指針に記載された方法（事

業計画との重ね合わせ、土質工学的手法等）により予

測します。 

■■  植植物物、、動動物物、、生生態態系系  

・土地造成や樹木の伐採等の「工事による影響」、焼却

施設の稼働や夜間照明等の「存在・供用による影響」

を技術指針に基づき事業計画との重ね合わせや類似事

例等により予測します。 

 方法書の公告 

及び縦覧 

準備書の公告 

及び縦覧 

長野県環境影響 

評価技術委員会 

市町村長 

住民 知事 

意 見 

長野県環境影響 

評価技術委員会 

市町村長 

住民 知事 

意 見 
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